






でも 1890年 3月『福音週報』発刊― 一年後発禁処分を受け『福音新報』と改題―から
10年余り経つ日露戦争期になると『福音新報』での時評を大谷虞、富永徳麿に書かせるよ
うになる。ただ、「日韓関係」論は坂本直寛にまかされているのが分かる。1904年 1月 7日
「韓国における我邦の経営」を初めとして、和議が成立する 1905年 2月末までに 8本の記




































































A : 樺戸集治監 (1881)　　7 :幌内炭鉱
B : 空知集治監 (1882)
C : 釧路集治監 (1885)
D : 網走集治監 (1881)
















































載された幌内炭鉱のデータによると、1882年の産炭髙 2,677トン、年末人員 291、死亡 4人
が、道庁直轄事項になった 1886年にはそれぞれ 51,508トン、2,003人、84人、さらに炭鉱
事業に安田など大資本が経営に乗り出した 1890年にはそれぞれ 121,332トン、3,048人、










1888. 3. 26  長官（岩村通俊）に閲し水道工事幌内採炭は予約通施行。夏冬の変換を中
止、農業は囚徒人夫有形を以て耕し残町歩は生草肥料蒔付の筈、陳情す。
1888. 7. 28 7時長官（永山武四郎）に行。意見書差出午前 9時の汽車にて帰る。
1888. 10. 8  堀（北海道庁）理事官立会空知太まで開削、後十勝国大津川の線と取決、
畑は現時の儘に据置候事なり。（堀は 1869–1882開拓使、1886北海道庁理
事官、薩摩閥で永山の先輩）












































を連れて 8月から網走集治監へまた 1ヶ月ほど出張した。そして 1890年になると長官から
「奥羽諸県出張」を「命令」される。奥羽諸県への出張はここが初出、『渡邊惟精の日記』の






























「農業皆廃」が決まったのは同年 4月であった。2年近く経て 1890年 1月 18日「佐藤昌介
より畑一件謝辞来る。」ちなみに「佐藤昌介は 89年 12月苗穂村の未墾地 202.5ヘクトアー
ルの貸下げを受け」ている。佐藤農園の土地である。その「泥炭湿地の恵まれない農地は氏


























































































































作り上げ、準備を進めた。第 2回の移住者約 200戸は 1894年 4月に到着し、聖園農場が本



























































































1893年 7月、武市たちは浦臼の聖園農場に入殖し、翌 1894年 4月第 2回の移住者 200
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